
殺人と自殺は、健全な社会では起きてはならない出来事
であり、それを少しでも減らすことは極めて重要な社会
的課題である。そのためには、そもそもなぜ殺人や自殺
が生じるのか、殺人や自殺になぜ一貫した性差や年齢の
効果がみられるのかを考察する必要がある。 

今回は、社会科学や精神医学とは別の切り口である進化
生物学の視点から、殺人と自殺について論じてみたい。 

第85回サイエンスカフェ 
2013.12.20 （金）18：30―20：30 

ゲスト 

さん 

東京大学 理事・副学長 

会場：サロン・ド・FUZAMBO Folio 
         千代田区神田神保町１－３ 冨山房ビルＢ１ 

  Ｔｅｌ：03-3291-5153    Ｅ-ｍａｉｌ： folio@fuzambo-intl.com 
 参加費：1名1,000円（1 ドリンク、デザート付） 

主催：日本学術会議 ・ 冨山房インターナショナル 

コーディネーター 

室伏 きみ子さん 
 

お茶の水女子大学名誉教授 


